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「令和の日本型学校教育」 の構築を目指して



「令和の日本型学校教育」 の構築を目指して
（R3.1中央教育審議会答申）

１.急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力

２.日本型学校教育の成り立ちと成果、直面する課題と新たな動きについて

社会背景 子供たちに育むべき資質・能力

一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値の

ある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが必要

子供たちの知・徳・体を一体で育む学校教育

「日本型学校教育」とは？

◼学習機会と学力の保障

◼全人的な発達・成長の保障

◼身体的・精神的な健康の保障

新学習指導要領の着実な実
施

＼「日本型学校教育」の良さを受け継ぎ、更に発展させる／

新しい時代の学校教育の実現

子供たちの多様化

教師の長時間労働

生徒の学習意欲の低下

感染症への対応

【今日の学校教育が直面している課題】

少子化・人口減少の影響

学校における働き方改革 GIGAスクール構想

【新しい動き】

国際的にトップクラスの学力

学力の地域差の縮小

規範意識・道徳心の高さ

【成果】

情報化への対応の遅れ

【ポイント】

✓ これらの資質・能力を育むためには、新学習指導要領の着実な実施 が重要

✓ これからの学校教育を支える基盤的なツールとして､ICTの活用 が必要不可欠

「正解主義」や「同調圧力」への

偏りからの脱却

一人一人の子供を主語にする

学校教育の実現

趣 旨
【急激に変化する時代】

◼ 社会の在り方が劇的に変わる

◼ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大など先行き不透明な

◼ 社会全体の

「Society5.0時代」

「予測困難な時代」

デジタル化・オンライン化、DX加速の必要性
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新学習指導要領の着実な実施

「日本型学校教育」の良さを受け継ぎ、課題を乗り
こえ、更に発展させる新しい時代（令和）の教育、

「令和の日本型学校教育」の実現

学校における働き方改革 GIGAスクール構想

「正解主義」や「同調
圧力」からの脱却

一人一人の子供を主語
にする学校教育の実現
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教育課程の実施と学習評価

児童(生徒)の発達の支援

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）

深い学び

対話的な学び

主体的・対話的で深い学び

主体的な学び

学習指導要領 総則 第３

学習指導要領 総則 第４

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性
と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己
の学習活動を振り返って次につなげる

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え
方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特
質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に
関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成
したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを
基に創造したりすることに向かう

平成29,30年改訂

資質・能力の育成

一体的に
充実

これからの学校には……一人
一人の児童(生徒)が、自分
のよさや可能性を認識すると
ともに、あらゆる他者を価値の
ある存在として尊重し、多様な
人々と協働しながら様々な
社会的変化を乗り越え、豊かな
人生を切り拓き、持続可能な社
会の創り手となることができるよ
うにすることが求められる。

協働的な学び

学習内容の確実な定着

必要に応じた
重点的な指導、
指導方法等の工夫

各々の興味・関心・
キャリア形成の方向性等

各々の特性・学習
進度・学習到達度等

一人一人に
応じた学習活動・
学習課題の提供

学習の個性化

学習を深め、広げる

指導の個別化

個別最適な学び（教師視点では「個に応じた指導」）

異なる考え方が組み合わさり
よりよい学びを生み出す

クラスメイト

異学年・他校の子供

地域の人

自
ら
学
習
を
調
整

一人一人の
よい点・可能性

多様な
他者と協働

等

修得主義
の考え方を生かす

履修主義
の考え方を生かす

・個々人の学習状況に応じて学習内容を提供 ・一定の期間における個々人の学習の状況・成果を重視

・集団に対して共通に教育を行う ・一定の期間の中で個々人の多様な成長を包含 学習指導要領 前文

自
ら
学
習
を
調
整

授業改善

授業外の
学習の改善

専門家

※本資料は、「教育課程部会における審議のまとめ」（令和３年１月25日中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会）に基づき、概念を簡略化し図等として整理したものである。



理科学習指導要領のポイント



＊国名の後に「＊」が付されている国・地域は、PISAサンプリング基準を一つ以上満たしていないことを示す。

PISA2022（得点の国際比較）

全分野で世界トップ級 ICT×学習への慣れも背景
GIGAの方向性は間違っていない。しかし…

順位 数学的リテラシー 平均得点 読解力 平均得点 科学的リテラシー 平均得点

1 日本 536 アイルランド* 516 日本 547

2 韓国 527 日本 516 韓国 528

3 エストニア 510 韓国 515 エストニア 526

4 スイス 508 エストニア 511 カナダ* 515

5 カナダ* 497 カナダ* 507 フィンランド 511

6 オランダ* 493 アメリカ* 504 オーストラリア* 507

7 アイルランド* 492 ニュージーランド* 501 ニュージーランド* 504

8 ベルギー 489 オーストラリア* 498 アイルランド* 504

9 デンマーク* 489 イギリス* 494 スイス 503

10 イギリス* 489 フィンランド 490 スロベニア 500

OECD平均 472 OECD平均 476 OECD平均 485 

日本の平均得点と統計的な有意差がない国

順位 数学的リテラシー 平均得点 読解力 平均得点 科学的リテラシー 平均得点
1 シンガポール 575 シンガポール 543 シンガポール 561
2 マカオ 552 アイルランド* 516 日本 547
3 台湾 547 日本 516 マカオ 543
4 香港* 540 韓国 515 台湾 537
5 日本 536 台湾 515 韓国 528
6 韓国 527 エストニア 511 エストニア 526
7 エストニア 510 マカオ 510 香港* 520
8 スイス 508 カナダ* 507 カナダ* 515
9 カナダ* 497 アメリカ* 504 フィンランド 511
10 オランダ* 493 ニュージーランド* 501 オーストラリア* 507

全
参
加
国
・地
域

（81
か
国
・地
域
）

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

（37
か
国
）

【出典】OECD生徒の学習到達度調査PISA2022のポイント(国立教育政策研究所)から作成
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理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点から，
自然の事物・現象に進んで関わり，
見通しをもって観察，実験などを行い，
その結果を分析して解釈するなどの
科学的に探究する学習を充実。

理科を学ぶことの意義や有用性の実感
及び理科への関心を高める観点から，
日常生活や社会との関連を重視。

学習指導要領改訂に当たっての基本的な考え方



主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

学習指導要領改訂の方向性

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習
得など、新しい時代に求
められる資質･能力を育成

知識の量を削減せず、質
の高い理解を図るための
学習過程の質的改善

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共（仮
称）」の新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養



高等学校理科で育成を目指す資質・能力

・「知識及び技能」

自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の

理解，科学的に探究するために必要な観察・実

験等の技能

・「思考力，判断力，表現力等」

科学的に探究する力

・「学びに向かう力，人間性等」

科学的に探究しようとする態度



高等学校学習指導要領 ＜H30改訂＞
第２章 各学科に共通する各教科
第５節 理 科                                    
第１款 目 標
自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え
方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うこと
などを通して，自然の事物・現象を科学的に探究
するために必要な資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する技能を身に付けるようにする。

 【知識及び技能】
(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。  【思考力，判断力，表現力等】

(3) 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養う。

 【学びに向かう力，人間性等】

高等学校学習指導要領（平成30年3月30日公示）における「目標」の構成

高等学校学習指導要領 ＜H21＞
第２章 各学科に共通する各教科
第５節 理 科                                    
第１款 目 標
自然の事物・現象に対する関心や探
究心を高め，目的意識をもって観察，
実験などを行い，科学的に探究する能
力と態度を育てるとともに自然の事物・
現象についての理解を深め，科学的な
自然観を育成する。

目 標



自然事象に対する気付き 

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施＊５ 

結果の処理 

考察・推論 

●主体的に自然事象＊６とかかわり，それらを科学的に探究しようとする態度
（以後全ての過程に共通）
●自然事象を観察し，必要な情報を抽出・整理する力
●抽出・整理した情報について，それらの関係性（共通点や相違点など）や傾
向を見いだす力

●見通しを持ち，検証できる仮説を設定する力

●仮説を確かめるための観察・実験の計画を立案する力
●観察・実験の計画を評価・選択・決定する力

●観察・実験を実行する力

●観察・実験の結果を処理する力

●観察・実験の結果を分析・解釈する力
●情報収集して仮説の妥当性を検討したり，考察したりする力
●全体を振り返って推論したり，改善策を考えたりする力
●新たな知識やモデル等を創造したり，次の課題を発見したりする力
●事象や概念等に対する新たな知識を再構築したり，獲得したりする力
●学んだことを次の課題や，日常生活や社会に活用しようとする態度 研究発表

相互評価

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

調査

意見交換・議論課
題
の
把
握

(

発
見)

課
題
の
探
究(

追
究)

課
題
の
解
決

表現・伝達 ●考察・推論したことや結論を発表したり，レポートにまとめたりする力

意見交換・議論

次の探究の過程 

見通し＊２

振り返り＊２

資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージ（高等学校基礎科目の例＊７） 

学習過程例（探究の過程）＊１ 

理科における資質・能力の例＊３ 対話的な学びの例＊４

＊１ 探究の過程は，必ずしも一方向の流れではない。また，授業では，その過程の一部を扱ってもよい。
＊２ 「見通し」と「振り返り」は，学習過程全体を通してのみならず，必要に応じて，それぞれの学習過程で行うことも重要である。
＊３ 全ての学習過程において，今までに身に付けた資質・能力や既習の知識・技能を活用する力が求められる。
＊４ 意見交換や議論の際には，あらかじめ個人で考えることが重要である。また，他者とのかかわりの中で自分の考えをより妥当なものにする力が求められる。
＊５ 単元内容や題材の関係で観察・実験が扱えない場合も，調査して論理的に検討を行うなど，探究の過程を経ることが重要である。
＊６ 自然事象には，日常生活に見られる事象も含まれる。
＊７ 小学校及び中学校においても，基本的には高等学校の例と同様の流れで学習過程を捉えることが必要である。

見通しと振り返りの例＊２ 

●見出した関係性や傾向から，課題を設定する力課題の設定 



高等学校学習指導要領における学習内容の改善・充実

探究の過程を通して知識の習得を図るために，探究に関する
表現が内容の「イ 思考力，判断力，表現力等」のみならず，
「ア 知識及び技能」にも加えられた。

各小項目の文末表現を従来の「～を理解すること」のみならず，
・「～を見いだして理解すること」
・「～と～とを関連付けて理解すること」 などとしている。

また，その際の具体的な手段として，
・「～に関する観察，実験などを行い，」
・「～に関する資料に基づいて，」 などとしている。



ICTの効果的な活用



（１）ＩＣＴを活用する際に求められる観点

・理科の学習においては、自然の事物・現象に直接触れ、観察、実験を
行い、課題の把握、情報の収集、処理、一般化などを通して科学的に
探究する力や態度を育て、理科で育成を目指す資質・能力を養うこと
が大切である。
・観察、実験などの指導に当たっては、直接体験が基本であるが、指導
内容に応じて、適宜コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活
用することによって、児童生徒の学習の場を広げたり、学習の質を高めた
りすることができる。

GIGAスクール構想のもとでの理科の指導において

ICTを活用する際のポイント

「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習
の一層の充実を図るための有用な道具としてＩＣＴ
を位置付け、活用する場面を適切に選択し、教師の
丁寧な指導の下で効果的に活用することが重要。



GIGAスクール構想のもとでの理科の指導において

ICTを活用する際のポイント

（２）理科の特質に応じたＩＣＴ活用

例えば・・・

・観察、実験のデータ処理やグラフ作成→ 規則性や類似性を見いだす

・カメラとICT端末の組合せ → 観察、実験の結果の分析や総合的な

考察を裏付ける

・センサを用いた計測 → 通常では計測しにくい量や変化を数値化・

視覚化して捉える

・シミュレーション → 観測しにくい現象を分析したり、検証したりする

・情報の検索 → 探究の過程や問題解決の過程で必要となる情報

を取得する

・クラウド上で共有 → 各班の実験結果を比較したり、児童生徒が

それぞれが行った考察を交流したりする



自然事象に対する気付き 

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施 

結果の処理 

考察・推論 

表現・伝達 

見通し

振り返り

学習過程例（探究の過程） 

見通しと振り返りの例 

課題の設定 

科学的に探究する学習

課
題
の
把
握

(

発
見)

課
題
の
探
究

(

追
究)

課
題
の
解
決

新たな探究（次の探究） 



「理科の指導におけるＩＣＴの活用について」

文部科学省/mextchannel，令和2年11月に掲載
https://www.youtube.com/watch?v=hwCMWADqneQ

校内研修用動画の紹介③ 

小学校・中学校・高等学校における理科の指導における
ＩＣＴの活用についての基本的な考え方や事例を解説



「StuDX Style」（スタディーエックス スタイル）

文部科学省 https://www.mext.go.jp/studxstyle/

校内研修・自己研鑽用サイトの紹介 

１人１台端末の利活用をスタートさせる全国の
教育委員会・学校に対する支援活動を展開するため、
｢すぐにでも｣｢どの教科でも｣｢誰でも｣活かせる
1人1台端末の活用方法に関する優良事例や
本格始動に向けた対応事例などの情報発信・共有













「指導と評価の一体化」のための
学習評価



新学習指導要領に対応した学習評価

（独）教職員支援機構が作成し，
校内研修シリーズとして，教職員支援機構のＨＰに掲載
https://www.nits.go.jp/materials/youryou/

校内研修用動画の紹介 

小学校理科 新学習指導要領編 No39

中学校理科 新学習指導要領編 No54

高等学校理科 新学習指導要領編 No66



「新学習指導要領の改訂のポイントと学習評価
（高等学校 理科）：新学習指導要領編 No66」



『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料

公表時期：令和３年８月

公表方法：国立教育政策研究所のＷＥＢサイトに掲載（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r030820_hig_rika.pdf）

国立教育政策研究所が作成した参考資料（高等学校）

第１編 総説
・平成30年改訂を踏まえた学習評価の改善
・学習評価の基本的な流れ
第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順
第３編 単元ごとの学習評価について（事例）
・「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえた
評価規準の作成
・学習評価に関する事例について

事例１ 指導と評価の計画から総括まで（物理基礎）
事例２ 指導と評価の計画から総括まで（化学基礎）
事例３ 指導と評価の計画から総括まで（生物基礎）
事例４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価（生物基礎）
事例５ 指導と評価の計画から総括まで（地学基礎）
事例６  「思考・判断・表現」 の評価（地学基礎）



・観点別学習状況の評価や評定に
は示しきれない児童生徒一人一
人のよい点や可能性，進歩の状
況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し，
生徒の学習状況を分析
的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの
３段階で評価

評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）

・したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

知識及び技能
思考力，判断力，

表現力等
学びに向かう力，

人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能
思考・判断・
表現

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

各教科における評価の基本構造

＜参考＞報告Ｐ．６

資料p9



参考：評価規準について

【基本的な考え方】

→ 学習指導要領で求められていることが

「おおむね満足できる」と判断できれば「Ｂ」

→ ただし，学校や生徒の実態も踏まえながら，各学校で

評価規準を設定する

・その際，『「指導と評価の一体化」のため

の学習評価に関する参考資料（高校理科

や高校理数）』も事例として，参考になると

考えられる



指導と評価の計画を作成する 資料p52,53

これが重要！



観点別学習評価の留意点について

① 生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選

すること

② 単元の中で，観点別評価の３つの観点について，

生徒全員の評価を記録に残す時間をそれぞれ

少なくとも１つは設定すること

③ 評価の方針や評価規準を授業前に，できれば

生徒に示しておく（共有する）ことが望ましいこと

④ まずはできるところから始めてみること



「主体的に学習に取り組む態度」の
評価について



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

「主体的に学習に取り組む態度」については，知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しようと
しているかどうかを含めて評価する。

＜参考＞報告Ｐ．12 通知２．（２）

資料p11



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

○例えば，単元や授業（観察，実験など）の中で
「試行錯誤した学習の状況を振り返る場面」を設定する
ことが考えられる。

〇その際，①粘り強く学習に取り組む態度

②①の中で，自ら学習を調整しようとする態度

の２つの側面から評価する必要があり，それらを評価で
きる課題を設定する。

→客観的な評価ができるように，ワークシート等の中に
振り返りの視点を入れておくことが考えられる。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

○振り返りの視点を入れた例

（高校理科：物理基礎 参考資料 ｐ６２～ ワークシートの課題例）



振り返りの２つの視点のうち、「他者
の視点」について記述できている。



振り返りの２つの視点のうち、
どちらも記述できている。



振り返りの２つの視点のうち、
どちらも記述できていない。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

○振り返りの視点を入れた例

（中学校理科：参考資料 ｐ６４～ 振り返りシートの一部 ）



事例（高校理数の参考資料p102）

※ チェック項目（チェックリストなど）

〇評価の観点【主体的に学習に取り組む態度】

→ワークシートの記述を評価



授業デザインのポイント

「主体的に学習に取り組む態度」について

②振り返りの視点を明確に提示しているか

④「粘り強さ」と「自己調整」の側面で評価して
いるか

⑤生徒の自己評価や相互評価はあくまでも参
考である

③「知識・技能」「思考・判断・表現」と混同して
いないか

①「試行錯誤した学習の状況を振り返る場面」を
設定しているか



今後の教育課程、学習指導及び学習評価等



〇現行の学習指導要領の実施状況等を踏まえつつ、今後の社会の変化を見据えた教育課程、学習指導及び学習評価等
   の在り方について、教育課程等に関する有識者を集めて議論。（令和４年12月から令和６年９月まで計15回開催）

〇本論点整理は、今後検討を深めるべき具体的な論点等について、有識者としての意見をまとめたものであり、教育課程の
   改善の検討を行っていく際の基礎的な資料として活用されることを期待。

今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会

論点整理 令和６年９月１８日

論点整理は右の二次元コードまたは
以下のURLから閲覧できます。

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/184/mext_01892.html

〇論点整理の目次

はじめに

１． これからの社会像とこれまでの学習指導要領の趣旨の実現状況

２. これからの社会像や現状の課題を踏まえた資質・能力

３． 各教科等の目標・内容、方法、評価

４． 多様な個性や特性、背景を有する子供たちを包摂する柔軟な

教育課程

５． 学習指導要領の趣旨の着実な実施を担保する方策や条件整備

６． 学習指導要領の趣旨の実現に向けた政策形成・展開

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/184/mext_01892.html


〇現行の学習指導要領の実施状況等を踏まえつつ、今後の社会の変化を見据えた教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方につ
いて、教育課程等に関する有識者を集めて議論。（令和４年12月から令和６年９月まで計15回開催）

〇本論点整理は、今後検討を深めるべき具体的な論点等について、有識者としての意見をまとめたものであり、教育課程の改善の検討を
行っていく際の基礎的な資料として活用されることを期待。

今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会
論点整理（概要）

１．これからの社会像とこれまでの学習指導要領の趣旨の実現状況

令和６年９月１８日

〇人口減少、グローバル化、生成AIの加速度的発展等、非連続的な社会変化が予想される
未来
⇨前回改訂時に2030年頃の未来として描いていた社会像が想像以上の速さで現実化

〇不登校児童生徒や特別支援教育の対象となる児童生徒、外国人児童生徒等、教育的支
援を要する子供が増加
⇨多様な子供たちを学校教育の中で包摂し、豊かで幸福な人生を送ることができるように
することが重要

〇現行の学習指導要領のコンセプト自体は授業改善に繋がっており、おおむね妥当。
一方、学習指導要領にわかりにくい側面があることや、教師の多忙化等が課題。
⇨理念を更に具体化するとともに、教育課程の実施に伴う過度な負担感が生じにくい仕
組みの検討が必要



〇資質・能力を「知識及び技能」 「思考力、判断力、表現力等」 「学びに向かう力、人間性
等」の３つの柱で整理していることは基本的には妥当。

 一方、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」等との関係性を含め、より分
かりやすい整理・具体化が必要。

〇「学習の基盤となる資質・能力」（※）については、重複する部分も多く現場の具体的な実
践に繋がっていない場合もあり、更なる整理・具体化が必要。

特に情報活用能力については、教育課程全体での扱いに加え、各教科等を通じた具体
的な充実方策も検討し、その際、情報活用能力の向上と探究的な学びの充実を一体
的に考えるべき。

（※）言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等

〇デジタル学習基盤は、今後の学習者主体の学びを支える極めて重要なインフラであり、
デジタル学習基盤を前提とした学びのデザインの方向性として示すべきものについて検討
 すべき (ICT等のツールが「深い学び」に繋がっていない例もあることに留意)。

〇情報技術など変化の速い領域では、技術の変化に即応して最新の状況に応じた学びを
確保するための方策を検討すべき。

２．これからの社会像や現状の課題を踏まえた資質・能力



〇既存の情報から大量のアウトプットを出すことが得意な生成AIの出現なども踏まえ、
深い意味理解を促すことや学ぶ意味・社会とのつながりの明確化が重要。

〇分かりやすく活用しやすい学習指導要領を目指し、各教科等の目標・内容について、中核
的な概念や方略を中心に構造化を図る意義や具体的方法を検討すべき。
また、他国の好事例を踏まえ、図表の形式を活用して示すことや、解説なども含め一体的に
確認できるようデジタル技術を活用することなど、形態の工夫を検討すべき。

〇「主体的・対話的で深い学び」の基本的な考え方は維持しつつも、個々の指導方法に関す
る制約や留意点を増やすことは避け、教師に様々な裁量が生まれるよう目標・内容の示し
方を工夫すべき。

〇現行の観点別評価（※）は、教師の授業改善に重要な役割を果たすものである一方、
子供の学習の改善に結びつきにくい等の課題も指摘されており、教師の力量形成・授業
改善に効果的で、子供の学習改善に資する学習評価の在り方を検討すべき。

（※）知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度

３．各教科等の目標・内容、方法、評価



〇子供が興味・関心や能力・特性等に応じて自ら教材・方法・ペース等を選択できる環境を整
えることなど、学習者が主体的に学ぶ中で自ら学習を調整しつつ資質・能力を身につけるこ
との重要性やその中で教師が発揮すべき指導性について、具体的に議論し、位置付けを検
討すべき。
（教師の指導性はより積極的かつ高度なものが求められ、「教師は教えなくてもいい」「全て子供に委ねればよい」と
いった誤ったメッセージとして伝わることのないよう注意。）

〇以下のような視点から、各学校の教育課程編成に係る教育委員会（学校）の裁量拡大
の在り方について検討すべき。
• 現行の教育課程の特例制度（教育課程特例校、授業時数特例校、小中一貫、中高一貫など）をより活用しやすくする
• 各教科等の標準授業時数についてどのような柔軟性を持たせられ得るのか
• 年間の最低授業週数（35週以上）、単位授業時間（小学校1単位時間45分、中学校1単位時間50分）の取扱い

※例えば、①午前は教科等の授業を実施し、午後は探究学習や教科・領域に該当しない多様な学びを重点的に実施する取組、②情報活用能力に係る時間を創設し
て各教科等の情報教育に関連する内容をまとめて指導するといった取組、をより行いやすくするためにどのようなことが考えられるか。

〇高等学校については、全日制・定時制・通信制の３つの課程の区分の在り方やその一体
的運用の在り方を検討すべき。

〇不登校児童生徒など、学校が編成する一つの教育課程では包摂が難しい多様な子供の
良さを伸ばしつつ資質・能力の育成に繋げていくための教育課程における取扱いの在り方
や付随する環境整備の在り方を検討すべき。

４．多様な個性や特性、背景を有する子供たちを包摂する柔軟な教育課程



〇教育課程の実施に伴う負担への指摘（いわゆる「カリキュラム・オーバーロード」との呼称で指摘されている

諸課題）に真摯に向き合いつつ、学習指導要領や同解説の在り方に加え、厚い教科書・入
試・教師用指導書等の影響も含めた授業づくりの実態を全体として捉えながら、教育課程
を実施する上での学校現場の過度な負担が生じにくい仕組みを検討すべき。

〇総授業時数については、現在以上に増やすことがないよう検討すべき。

〇学年や学期といった長いスパンも念頭に、単元をベースとして授業を構想することや必要な評
価場面を精選することは指導や評価の負担感を防ぐとともに、授業づくりを通じた教師の成
長を促し、資質・能力のよりよい育成や多様な子供の包摂性を高める上でも重要であり、
その重要性や示し方を検討すべき。

〇一人一台端末で、子供たちが多様な学習材に自らアクセス可能になったという状況の変
化も踏まえて、ページ数が大幅に増えている教科書の性質や分量についてあらためて検討
すべき。

〇教育委員会における学校支援体制の強化が重要。また、教育課程の改善・充実と教育
条件整備を一体的に行っていくことが必要。

５．学習指導要領の趣旨の着実な実現を担保する方策や条件整備



〇中央教育審議会等での改訂の審議の最中においても、資料を学校や教育委員会にとって
徹底的に分かりやすいものとしたり、審議状況をウェブサイト・動画等で積極的に発信したり
するなど、改訂プロセス自体を通じて多くの関係者を巻き込み、学校や教育委員会と趣旨
や内容を共有し、浸透を図ることが重要。

〇改訂後においても、教師一人一人が自らの課題に引きつけて当事者意識をもって理解で
きるよう、学習指導要領の趣旨を共有・浸透する方法の工夫を検討する必要。

６．学習指導要領の趣旨の実現に向けた政策形成・展開
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